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　今月号のトップ写真は、皆さんもよくご存知の岩手県大槌
町の城山から、市街地を定点撮影したものです。

　最初のものは、理事長の多田一彦が東日本大震災発生直後
の2011年3月13日、荒川栄悦顧問らと独自に支援に入った
際に撮影したものです。町は破壊され、一面の瓦礫がかろう
じて残った建物の間を埋めています。まだ海水も引いていま
せん。

　 同じところから1年3か月後に撮った写真が、2枚目です。
瓦礫はもう片付けられています。ずいぶんときれいになりま
した。しかし、ここは以前は町があったところです。夏草の
間に、かつてあった住居や店舗のコンクリートの基礎が白く
見えるだけで、町は再建されていません。

　 発災から1年と10か月近く経ってからの状況が、3枚目で
す。夏草が枯れ、写真真ん中左にあった御社地ふれあいセン
ターが取り壊されている以外は、何も変わっていません。3
月現在も、ほぼ同じ光景です。
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東日本大震災・発生から2年目のいま
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2011年3月13日（多田一彦撮影）

 大槌町城山からの風景（2011年3月～2013年1月）



　 復興はまだ遠い。これが被災地の現状です。人は戻らず、
産業は衰退したまま、応急仮設住宅などの避難先から出られ
ない状態で、生活の再建の目処が立たない̶̶。発災から2
年目を過ぎた今の課題はあまりに大きいものです。それでも
微力ではあっても、遠野まごころネットは挑んでいきます。

（2013年の3.11の様子は、次号で詳しくリポートさせてい
ただきます）

■突然ですが、移転しました　
　会員の皆さまにはお知らせさせていただいていた本部の移
転ですが、諸事情ございまして、各方面との調整の結果、2
月2 5日に実施することとなりました。移転先は〒
028-0514 遠野市遠野町第28地割5。今後お出でいただく
際は、こちらまでお願いいたします。

　徒歩でお越しになる場合、遠野駅前から「あえりあ遠野」
方面に南下し、パチンコ屋の手前の十字路を左折し、お菓子
の鶴田屋がある十字路を真っすぐ進み、次の遠野小学校の十
字路を右折、住宅街を通り抜けた先にある畑の中の建物が新
しい遠野まごころネットです。駅から徒歩15～20分となり
ます。タクシーをご利用の場合は「旧・ワカバ電装」で伝わ
ります。（遠野駅にかんたんな地図が置いてあります）

 •電話番号はこれまで通り「0198-62-1001」です。

 •現在のところ駐車場が以前ほど確保できていません。個
人の方はできるかぎり公共交通をお使いください。

 •宿泊施設はこれまで通りに無償で提供させていただきま
す（寝具はご持参ください）。

 •5分ほどの北にスーパー「三丸屋」があります。夜9時ま
で空いています。

 •一番近い飲食店は旧・遠野市役所前の「山小屋」です
（徒歩10分）。夜8時まで開いてます。

 •シャワーはできる限り早く設置するつもりですが、今の
ところ目処が立っていません。ご了承ください。

 ・トイレは水洗になりました。

 •一番近い銭湯は今までと同様、遠野駅北側の亀の湯
（390円。月曜休）です。ちょっと釜の調子が悪く、臨時休
業のこともあります。

 ・水光園様がお風呂＋お弁当1,000円のツアーを毎日行っ
ています。事務局の前のリストにお名前を書いて、ご予約く
ださい（参加者が少ない場合は中止となります）。

 •電子レンジや冷蔵庫は使用可です。給湯器もあります。道
具をお持ちいただければ、自炊もできます。洗濯機、乾燥
機、フリーWi-Fiなどはまだですが、できるだけ早く使える
ようにする予定です。

　 用意と準備は行き届かず、ボランティアの皆さまにはご迷
惑をおかけしております。できうる限り早く快適な環境にし
たいと思いますので、今しばらくのご猶予をいただけますよ
うお願いいたします。
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今月のビデオは、ピーター・ポルチーノさんのインタ
ビューです。ニューヨーク出身のピーターさん、2011
年秋から活動してくれていましたが、この2月で一区
切りつけ離日。お早いお帰りをお待ちしております。

MONTHLY VIDEO 
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遠野駅を出たら、まっすぐ南へ進んでください。

from 遠野駅 to新・まごころ



■「新・遠野物語」3月11日発売！　
　先月号で予告させていただきました遠野まごころネットの
公式記録書籍が3月11日に刊行されました。

「新・遠野物語̶遠野まごころネット 被災地支援
への挑戦2011-2013」

発行　 2 0 1 3 年 3 月 1 1 日 
発行所　 有限会社 荒 蝦 夷 
ISBN　 978-4-904863-28-2 
定価　1,600円+税

内容

はじめに（佐藤正市）

第一部 遠野まごころネット始動 
ＰＡＲＴ１ 
遠野まごころネット物語（木瀬公二）

ＰＡＲＴ２ 
[座談会] 
沿岸被災地を救え――遠野まごころネット
の理事たちが語る 
（荒川栄悦×臼澤良一×菊池新一×木瀬公二
×佐藤正市×多田一彦×前川敬子）

ＰＡＲＴ３ 
○遠野まごころネットはこう動いた――証言
◎ボランティアの熱き日々 
○臼澤良一物語――津波から生還した男（木瀬
公二） 

○被災地になりわいを――支援事業企画を担当して（及川龍哉） 
○上長部物語――サンマ隊はこうして始まった（齋藤正宏・髙﨑
美智子） 
○遠野まごころネット黎明期――ボランティアの自治活動（三好
惇二） 
○ボランティアと世話役の怒涛の日々――遠野で得たもの（森大
樹） 
○遠野の経験を世界へ――ＮＹから遠野へ（Peter Porcino）  
○遠野まごころネットサンタプロジェクト――子供達を支援する
（柳澤亮） 
○釘子明物語――震災体験を語り継ぐ（木瀬公二）

ボランティアの現場から（多田一彦、 佐藤正市、 臼澤良一、 松
永秀樹、 井上恵太、西岡公明）

第二部　響きあう声の記録

ＰＡＲＴ１ 
まごころ画報

ＰＡＲＴ２ 
わたしたちは見た――遠野まごころネット参加者たちの証言

（石川有／伊勢崎鉄男／伊東泰二郎／井上恵太／Kate Wheat／
及川将志／奥田浩／加倉井誠／菅野正幸／菊池常泰／菊池律人／
黒住忠雅／越尾敏幸／佐々木利夫／塩本征夫／島田佳武／末田祐
介／高橋郷／高松洋子／塚田将／橋本雪瑛／藤井一慶／古屋雄司
／本間菜穂子／三重野靖充／水谷格之／望月崇央／山本純子／横
山正光／和田好美）

ＰＡＲＴ３ 
[聞き書き] 
被災地からの声 [岩木弘（釜石）・臼澤康弘
（大槌）・菅野恵次郎（陸前高田）・東梅英
夫（大槌）]

ＰＡＲＴ４ 被災地から全国へ――遠野まご
ころネット関西同窓会事始め（手塚さや香）

第三部　次なる災害に向けて

ＰＡＲＴ１  
[鼎談] 
ボランティアを支える地域の力（堀田力×
多田一彦×木瀬公二）

ＰＡＲＴ２ 
遠野まごころネット支援の記録　
2011-2012　

ＰＡＲＴ３ 
遠野まごころネット日々の歩み

おわりに（多田一彦）

　 遠野まごころネットが遠野社協の小さなボランティアル
ームで生まれてから、この3月28日でちょうど2年。8万人の
ボランティアの皆さんとの歩みを、ぜひともこの書籍で振り
返っていただけましたら幸いです。

・遠野本部、東京事務所、関西事務所で販売します。税込み
で1,680円です。荒蝦夷社の本は「全国の紀伊國屋書店、ジ
ュンク堂書店、丸善各店でもお買い求めいただけます。店頭
にない場合は『仙台店から取り寄せ』の旨、各店のご担当者
にお伝えください」 とのことです。 全国の大学生協や旭屋
書店、くまざわ書店、三省堂書店、戸田書店、明屋書店、リ
ブロ、オリオン書房（関東）、啓文堂（関東）、芳林堂（関
東）、八重洲ブックセンター（関東）、有隣堂（関東）、い
まじん白揚（関東・中部）、ブックポート２０３（関東）、
カルコス（中部）、啓文社（中国）、文苑堂（中部）、谷島
屋（中部）、水嶋書房（近畿）、今井書店（中国）でも取り
扱っているそうです。hontoネットストア（ht tp : / /
honto.jp/netstore/pd-book_25538592.html）では送料
無料でオンライン販売しています。
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■終了した予定
2月末日まで　 まごころサンタ基金奨学金、奨学生の公募を
終了しました（http://tonomagokoro.net/santakikin）。

3月9日（土）　 神奈川きんたろうハウス・静岡まごころ寮
の合同閉所式（遠野市）をお手伝いしました。

3月10日（日）「3.11fromKANSAI　 一歩、また一歩～」
（大阪市・梅田スカイビル）に参加しました。

3月11日（月）の活動で、大槌町、釜石市、大船渡市、陸前
高田市そして宮古市田老といった被災現地を訪問し視察、
14:46に黙祷しました。夜は遠野市の「蔵の道広場」でキャ
ンドルナイトを行い、復興への思いを新たにしました。

3月16日（土）・17日（日）、千代田区永田町の星陵会館
で被災地映画の上映イベント「After 3.11 Film Festival」
が開催されました。遠野まごころネット東京同窓会の学生さ
ん達もがんばりました。

詳細は http://after311filmfes.com/

■これからの予定
3月28日は、遠野まごころネットの2回目の誕生日です。

3月30日（土）午前10時～午後6時、東京・JR水道橋駅そば
の貸し教室・貸し会議室「内海」の3F教室で、被災地支援
イベントをやります。内容はホームページやフェイスブック
で近日公開です。

4月くらいに、学生インターンシップについてのセッション
を東京で計画しています。

2013年夏　 大槌町「まごころの郷第3（はーぶの郷）」に
餃子工場とコミュニティステーションを建設します！

毎週水曜日午後 6時半くらいから、東京事務所で
magokoro@tokyocafeを開催しています。講演あり、おし
ゃべりありの気楽な集いです。途中参加もOK。お気軽にお
立ち寄りください。東京事務所は、JR神田駅からですと、
南口を出て、神田金物通りを東へ10分ほど行ったところで
す。

■ニーズ情報（毎日新聞「希望新聞」毎週金曜日掲載）

2月1日　まごころサンタ基金奨学金へのご寄付のお願い。

2月8日　 被災された方々に内職していただいている手芸品
「ねこぴんち」の材料募集（しめきりました）。

2月15日　 中野マルイ様・1階店頭での手芸品「ねこぴん
ち」販売のお知らせ。2月15日から28日まで。1個420円。

2月22日　まごころサンタ基金奨学金へのご寄付のお願い。

3月1日　まごころサンタ基金奨学金へのご寄付のお願い。

3月8日　 活動記録書籍「新・遠野物語」の告知。手芸品
「ねこぴんち」の丸井様での販売スケジュールの告知。3月
7日～15日は上野マルイ、3月8日～15日はマルイシティ池
袋、3月25日～31日は丸井吉祥寺店で売っています。420円
です。
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1月はボランティアさんが少なめでしたが、ここのところ
連日大盛況です。春休みの到来とともに戻ってきてくれた
のは、学生さん達。2月だけでも神奈川大学、東京薬科大
学、東洋大学、立命館大学、早稲田大学、敬和学園大
学、徳島大学、Youth for 3.11の皆さんが来てください
ました。日本の未来は明るいです！

若い力が遠野に集結
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■こんなところに「まごころ」

2月1日（金）「岩手日報」紙にまごころサンタ基金奨学金
が取り上げられました。

2 月26 日（火）シンポジウム「災害時における連携体制の
必要性と、これからの支援活動に必要な施策とは」（盛岡復
興サポートオフィス・岩手県立大学主催）に理事長・多田一
彦がパネリストとして登壇しました。

3月4日（月）午前11時20分ごろ、NHK仙台放送局のテレ
ビ番組「ひる☆はぴ」（東北6県で放送）で、被災された皆
さんのための電話相談事業について、スタッフ・星依子がご
紹介させていただきました。

3月11日（月）午前7時15分ごろ、RCC中国放送（広島県）
の「本名正憲のおはようラジオ」（http://www.1350.jp/
ohayo/）で、理事長・多田一彦が「東日本大震災から2年～
被災地のいま～」というテーマでお話しさせていただきまし
た。

3月11日（月）エフエム岩手の「みんなのラジオ2013春～
それぞれの想い、それぞれの願い～」でスタッフがお話させ
ていただきました。

「岡山県ボランティア・NPO活動情報誌ボランピオ」第42
号（http://www.youi-c.com/volunpio/?p=2197）に『被
災地からのメッセージ～「遠野まごころネット」より～』が
掲載されています。ライターは山田エリナさんです。

「月刊NOSAI」（全国農業共済協会）平成25年3月号に
「遠野まごころネットが見た被災地の700日」が掲載されま
した。

「建築雑誌」（日本建築学会）平成25年4月号に「応急仮設
住宅居住者への支援活動～遠野まごころネットの取り組
み～」が掲載されます（予定）。

「海洋白書2013」（海洋政策研究財団）に「被災地支援活
動のこれまで・これから」が掲載されます（予定）。

■支援金はこちらまで！

・活動支援金　岩手銀行遠野支店　普通2045377 
口座名義： トクヒ）トオノマゴコロネット（遠野まごころ
ネットの活動全般に使われます）

・まごころサンタ基金　岩手銀行遠野支店　普通２０４６３
３８　口座名義： トクヒ）トオノマゴコロネット（岩手県
沿岸の被災家庭の受験生対象の奨学金に使われます。2月よ
りご寄付の10％を事務手数料とさせていただきます）

・どちらもご希望でしたら領収書を速やかに発行いたします
ので、tonomagokoro@gmail.comか0198-62-1001まで
お申し付けください。

■その他のお知らせ

・遠野まごころネットでは会員を大募集中です。くわしくは
http://tonomagokoro.net/memberをご覧ください。

・ボランティアさん、いつでも大歓迎です。くわしくは
http://tonomagokoro.net/lets-volunteerをご覧くださ
い。

・ボランティア活動の際の宿や遠野までの交通手段
の手配、被災地での研修のセッティングなどなど、
遠野まごころネット旅行センター
（090-1712-0862）におまかせください！

2月11日、大槌町の「はーぶの郷」でアロマサロンを開
催していただきました。企画運営は東京薬科大IVOLEA
のみなさん。理系の皆さん監修の専門的なアロマスプレ
ー、参加された方々にも大好評でした。

アロマサロンを開催していただきました
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・被災地支援に関する出張講演、よろこんで承ります。遠
野まごころネット事務局（0198-62-1001; 
tonomagokoro@gmail.com）までお申し込みください
（恐縮ですが、旅費と謝金をお願いします）。

・「まごころサンタ基金」、フェイスブックを開設しまし
た。「まごころサンタ基金」でさがしてみてください。

・陸前高田で被災した経験を持つ当法人のOB・釘子明さ
んが「陸前高田被災地語り部くぎこ屋」を開業します。視
察や研修、体験学習等で陸前高田にお寄りの際は、ぜひ
ともご利用ください。当日の状況を学べるだけでなく、
避難所の運営法や地震津波への対策など今後に活かせる
知識を得られます。電話番号は0192-47-4299です。

・被災地の声を東京に届けるため、マネージャー・柳澤亮
が3月いっぱい東京事務所に異動します。お気軽に会いに
きてください。これからの支援やボランティア活動などな
ど何でもお話しさせていただきます。取材や講演の依頼も
大歓迎。

・東京事務所の営業時間が、10:00～18:00になりまし
た。月曜日から金曜日までやってます。お仕事中でもお仕
事後でも、「お茶っこ」しにきてください。

編集後記

大変遅くなりましたが、なんとか今月号の発行にこぎつ
けることが出来ました（汗）。今号から背景を白無地と
いたしました。これは、印刷してご覧になりたいという方
から「プリンターのインクを節約したい」というご意見
を頂いたからです。まだまだ新装「よりそう」改善点はほ
かにもたくさんあることと思います。お気軽にご意見・ご
感想をお寄せください。お待ちしています。（髙木）　

いろいろあって、2月中に引っ越すことになってしましまし
た。突然のことで、かつ移転先の設備もまだ万全でなく、い
ろいろご迷惑をおかけしていると思います。なにとぞご容赦
いただければ幸いです。東日本大震災の発生から2年。復興
はこれからが本番です。独自の施設で足元を固め、遠野まご
ころネット一同ますます励んで行く所存ですので、よろしく
ご支援のほどお願いいたします！（柳澤）
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